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田

立

夫

先
日
、
あ
る
建
築
現
場
か
ら
、
小
判
二
十
枚
が
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

発
見
者
は
Ｍ
建
設
会
社
に
雇
わ
れ
た
作
業
員
Ｎ
さ
ん
、
こ
の
土
地
の
所
有

者
は
０
不
動
産
会
社
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
小
判
は
誰
の
も
の
と
な
る
か
。

昭
和
三

一
年
に
問
題
と
な

っ
た

「銀
座
の
小
判
事
件
」
の
事
例
で
あ
る
。

こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
民
法
二
四
〇
条

Ｑ
還
失
物
の
拾
得
）
、
同
法
二

四

一
条

（埋
蔵
物
の
発
見
）
、
文
化
財
保
護
法
の
適
用
関
係
が
問
題
と
な

る
。
先
ず
、
民
法
二
四
〇
条
の
適
用
の
場
面
で
は
、
所
有
者
不
明
の
と
き
、

拾
得
者
が
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
所
有
者
が
知
れ
た
場

合
は
、
遺
失
物
法
に
よ
り
、
拾
得
者
は
五
分
か
ら
二
割
の
報
労
金
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
権
利
者
は
、
Ｎ
作
業
員
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
が
二
四

一
条
の
埋
蔵
物
に
該
た
り
且
所
有
者
不
明
の
と
き
、

①
包
蔵
物
が
発
見
者
の
所
有
物
で
あ
る
場
合
は
、
発
見
者
が
そ
の
所
有
権

を
取
得
し
、
②
包
蔵
物
が
他
の
者
の
所
有
物
で
あ
る
時
は
、
発
見
者
と
包

蔵
物
の
所
有
者
が
折
半
し
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
が
埋
蔵
文
化
財

（後
日
、
認
定
）
で
あ

っ
た
ら
ど
う
か
。

こ
の
場
合
、
文
化
財
保
護
法
が
適
用
さ
れ
る
が

（同
法
は
遺
失
物
法
を
準

用
）
、
所
有
者
不
明
の
と
き
は
都
道
府
県
に
帰
属
し
、
こ
の
際
の
発
見
者

と
土
地
所
有
者
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
両
者
が
折
半
し
て
価
格
相
当
の
報

償
金
を
受
け
取
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
事
例
で
は
、
Ｎ
作
業
員
及
び
０

不
動
産
会
社
が
報
償
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
。

事
例
の
場
合
、
通
例
、
土
中
か
ら
の
発
見
と
い
う
観
点
か
ら
埋
蔵
物
と

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
は
、
偶
々
、
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
埋

蔵
物
の
発
掘
作
業
中
に
発
見
さ
れ
た
場
合
は
事
情
を
異
に
す
る
。
こ
の
場

合
、
発
見
者
は
、
一
　

発
掘
調
査
機
関
等
で
あ
り
、　
　
よ

つ
て
、
作
業

員
に
は
何
ら
の
権
利
は
発
生
し
な
い
。
ま
た
、
通
例
事
業
施
行
者
で
あ
る

土
地
所
有
者
の
以
上
の
取
得
権
利
に
つ
い
て
は
、
発
掘
事
業
委
託
契
約
の

際
、
発
見
物
に
関
す
る
権
利
放
棄
条
項
を
設
け
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。
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今
回
紹
介
し
ま
す
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

陥
９
遺
跡
は
、
現
在
も
造
成
が
続
く
稲
城

市
の
若
葉
台
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

遺
跡
は
京
王
相
模
原
線
若
葉
台
駅
か
ら

北
北
東
約
８００

ｍ
、
標
高
お
よ
そ
９０

ｍ
の
台

地
上
及
び
そ
の
斜
面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

遺
跡
北
側
崖
下
は
、
上
谷
戸

（か
さ
や
と
）

と
呼
ば
れ
る
、
小
さ
な
集
落
と
水
田
か
ら

な
り
、
三
沢
川
の
支
流
で
あ
る
上
谷
戸
川

が
流
れ
、
縄
文
時
代
以
降
の
生
活
も
こ
の

水
源
に
支
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
４
次
に
亘
る
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
、
縄
文
時
代
を
中
心
に
多
く
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
縄

文
時
代
中
期
の
住
居
跡
は
８６
軒
を
数
え
、

多
数
の
埋
甕
、
焼
土
跡
、
ピ

ッ
ト
群
と
土

器
捨
て
場
が
見

つ
か

っ
て
い
ま
す
。
住
居

跡
と
土
器
捨
て
場
か
ら
は
、
多
量
の
上
器
、

土
製
品
、
石
器
が
出
上
し
、
中
で
も
‐００
点

近
い
土
偶
が
出
上
し
た
こ
と
が
本
遺
跡
の

特
徴
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

土
偶
は
、
平
成
１２
年
に
東
京
都
指
定
有

形
文
化
財
（考
古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
現
在
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

展
示
ホ
ー
ル
に
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

第
５
次
調
査
で
は
、
お
も
に
集
落
の
東
側

が
調
査
さ
れ
、
切
り
合
い

。
重
複
を
含
め

た
住
居
跡
４７
軒
、
竪
穴
状
遺
構
１
軒
（
埋

甕
７
基
、
焼
土
跡
１０
基
、
集
石
３
基
、
ピ
ッ

ト
約
２００
基
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

調
査
で
、
お
よ
そ
の
集
落
の
範
囲
を
確
定

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果

の
１

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

調
査
区
南
東
側
斜
面
下
方
に
は
土
器
捨

て
場
が
検
出
さ
れ
、
２

ｍ
を
超
え
る
遺
物

の
包
含
層
の
堆
積
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
住
居
跡
や
土
器
捨
て
場
か
ら

出
土
し
た
遺
物
も
多
種
多
様
で
、
土
器
、

土
製
品
、
石
器
、
礫
等
が
お
よ
そ
６
万
点

出
土
し
て
い
ま
す
。

縄
文
土
器
は
早
期
後
半
か
ら
中
期
末
葉

の
上
器
が
出
上
し
、
特
に
中
期
で
は
完
形

に
近
い
土
器
も
数
多
く
出
上
し
て
い
ま
す
。

土
偶
は
現
在
ま
で
に
６
点
が
確
認
さ
れ
、

当
時
の
耳
飾
り
で
あ
る
耳
栓
や
、
土
製
円

板
、
ミ
ニ
チ

ュ
ア
土
器
も
出
上
し
て
い
ま

す
。
石
器
は
打
製
石
斧
の
多
さ
が
目
立
ち

ま
す
が
、
石
鏃
、
磨
製
石
斧
、
磨
石
、
石

皿
等
も
出
上
し
て
い
ま
す
。

本
遺
跡
の
住
居
跡
の
数
は
、
今
回
の
調

査
を
含
め
る
と
‐３０
軒
を
超
え
る
こ
と
、
土

偶
も
１００
点
を
超
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
と
遺
物
の
ほ

と
ん
ど
は
、
勝
坂
３
式
か
ら
加
曽
利
Ｅ
４

式
期
に
構
築
、
作
製
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
約
５００
年
に
わ
た

っ
て

竪
穴
住
居
群
が
構
築
さ
れ
続
け
た
拠
点
的

な
集
落
で
あ

っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
遺
跡
の
南
西
の
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

陥
４７‐
遺
跡
で
は
、
五
領

ヶ
台
式
期
か
ら
勝

坂
２
式
期
ま
で
集
落
が
営
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
西
側
約
１
臨
の
高
台
に
あ
る
多

摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陥
５２０
遺
跡
で
は
、
勝
坂

１
式
期
か
ら
加
曽
利
Ｅ
３
式
期
ま
で
集
落

が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
遺
跡
の
周
辺
に
は
縄
文

時
代
中
期
の
遺
跡
が
多
く
、
当
時
の
発
展

的
な
活
動
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

１０
月
か
ら
は
水
洗
い
と
注
記
を
含
む
整

理
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
整

理
作
業
に
御
期
待
下
さ
い
。

（竹
田
　
均
副
主
任
調
査
研
究
員
）

（金
持
健
司
副
主
任
調
査
研
究
員
）
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古
代
東
国

の
鉄

鉄
は
現
代
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と

っ
て
、

最
も
身
近
な
金
属
で
あ
り
、
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

遠
く
古
代
に
生
き
た
人
た
ち
も
鉄
の
恩
恵

に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
や
モ
ノ
を

作
り
だ
す
こ
と
で
、
高
度
な
文
明
社
会
を

築
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
鉄
を

つ
く
る
原
料
は
大
き

く
二
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。　
一
つ
は
砂
鉄

で
、
も
う

一
つ
は
鉄
鉱
石

で
す
。
ほ
か
に
隕
石
に
含

ま
れ
る
鉄
も
あ
り
ま
す
が
、

大
部
分
が
こ
の
二
種
類
で

す
。
あ
の
宮
崎
駿
監
督
の

ア
ニ
メ

『
も
の
の
け
姫
』

の
中
で
、　
エ
ボ
シ
御
前
が

女
達
と
と
も
に
操
業
し
て

い
た
の
が
、
砂
鉄
を
原
料

と
し
た
タ
タ
ラ
製
鉄
で
す
。

こ
の
製
錬
技
術
は
西
日
本

で
は
、
す
で
に
古
墳
時
代
後
期
に
あ
ら
わ

れ
、
し
だ
い
に
東
日
本

へ
も
広
ま
り
ま
し

た
。
美
し
さ
を
誇
る
日
本
刀
も
、
タ
タ
ラ

技
術
な
し
で
は
誕
生
し
え
な
か

っ
た
と
さ

え
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
の

『
延
喜
式
』
と
い
う
書
物

に
は
、
関
東
地
方
の
特
産
物
と
し
て
、
馬

の
轡
や
鞍
橋
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
以
降
、
東
国
で
は
鉄
や
鉄
器
の

生
産
が
活
発
化
し
た
た
め
、
中
央

へ
の
税

畠
翻
蟹
聯
―

ゑ

曇

簡

キン
脅

簿

ぬ

Ｔ

　

　

Ｖ

ン

静

多摩ニュータウン出土の鉄器

の
品
目
と
し
て
、
優
れ
た
鉄
製
品
が
選
ば

れ
た
の
だ
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が

長
年
調
査
を
実
施
し
て
き
た
、
多
摩
丘
陵

の
古
代
集
落
か
ら
も
、
農
工
具
類
や
武

器

・
馬
具
類
等
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
鋼
や
鉄
器
を
生
産
し
た
鍛
冶
遺

跡
も
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
十
世
紀
以
降
、
こ
れ
ら
は

急
激
に
増
加
す
る
傾
向
を
見
せ
ま
す
。
こ

の
頃
、
常
陸
国
で
は
土
着
の
武
士
団
の
棟

梁
で
あ
る
平
将
門
が
朝
廷
に
反
乱
を
起
こ

し
、
東
国
の
独
立
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ほ
ど
な
く
他
の
武
士
団
に
よ

っ
て
鎮

圧
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
時
期
を
境
に
東

国
は
独
自
の
社
会
を
形
成
し
は
じ
め
た
の

で
す
。
そ
の
原
動
力
の
ひ
と

つ
が
、
ま
さ

し
く
鉄
の
利
器
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
東
国
の
鉄
文

化
の
様
相
に
関
し
て
、
出
土
遺
物
を
中
心

に
探

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（松
崎
元
樹
主
任
調
査
研
究
員
）
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く3が ね協筆 一 壱一

木
製
品
の
保
存
処
理
に
つ
い
て

前
回
に
つ
づ
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
木

製
品
の
保
存
処
理
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

通
常

一
年
間
か
か
る
木
製
品
の
保
存
処

理
期
間
を
短
縮
す
る
方
法
を
検
討
し
、
平

成
三
年
度
以
降
共
同
研
究
を
お
こ
な

っ
た

前
東
京
都
立
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
研
究
所

の
鈴
木
隆
司
他
の

「
レ
イ
リ
１
／

コ
ン
プ

ト
ン
散
乱
比
法
に
よ
る
水
浸
木
材
の
Ｐ
Ｇ

含
浸
率
測
定
」
に
よ
る
研
究
成
果
を
活
用

し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
含
浸
中
の
木

材
内
部
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ｇ
溶
液
の
濃
度

を
測
定
で
き
る
装
置
の
開
発
で
す
。

こ
の
測
定
結
果
か
ら
、
３
～
５

側
四
方

の
水
浸
木
材
で
は
、
広
葉
樹

。
針
葉
樹
と

も
約
ｌ
ヶ
月
、
１０

ｃｍ
四
方
の
木
材
で
は
約

２
ヶ
月
で
各
％
の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
濃
度
が
恒
量
に

器

体

出

ゴ
刊
検
―

半Ｇ

達
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
厚
さ
３
～
５

側
以
内
の

木
製
品
だ
と
ｌ
ヶ
月
ご
と
に
濃
度
を
変
え

る
作
業
が
可
能
に
な
り
、
２０
～
１００
％
ま
で

約
５
ヶ
月
間

で
含
浸
作
業
が
終
了
し
ま

す
。こ

の
た
め
、
木
製
品
を
木
材
の
厚
さ
ご

と
分
類
し
、
別
々
の
容
器
で
含
浸
作
業
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｐ
Ｅ
Ｇ
溶

液
の
約
２０
～
５０
％
ま
で
は
常
温
で
、
６０
％

の
濃
度
か
ら
は
６０
℃
の
含
浸
装
置
の
中
で

含
浸
し
ま
す
。
こ
う
す
る
と
常
温
で
低
濃

度
、
含
浸
装
置
で
高
濃
度
の
含
浸
作
業
が

併
行
し
て
可
能
に
な
り
、
作
業
効
率
が
良

く
な
り
ま
し
た
。

（上
條
朝
宏
主
任
調
査
研
究
員
）
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第
１
回
は
７
月
１２
日

（土
）

東
京
大
学
文
学
部
大
貫
静
夫
氏
に
よ
る

「
東

ア
ジ
ア
の
上
器
の
始
ま
り
」

の
講
演

と
、
「麒
麟
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
」
を
上
映

し
ま
し
た
。

中
国
か
ら
シ
ベ
リ
ア
の
上
器
の
こ
と
、

縄
文
土
器
の
出
現
期
の
気
候
や
動
植
物
の

生
態
に
当
時
の
生
活
ぶ
り
を
交
え
て
話
を

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
１３７
名
で
し
た
。

第
２
回
は
９
月
１０
日

（水
）

東
京
都
教
育
庁
の
可
児
通
宏
氏
に
よ
る

「
縄
文
土
器
の
起
源
」
の
講
演
と

「
海
の

恵
み
と
日
本
人
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

縄
文
土
器
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て
、
中
国

大
陸
、
シ
ベ
リ
ア
と
の
関
係
を
各
地
の
上
器

や
文
様
等
か
ら
辿
る
話
で
し
た
。
参
加
者

は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皿
名
で
し
た
。

第
３
回
は
１０
月
１１
日

（土
）

近
畿
大
学
文
芸
学
部
高
宮
い
づ
み
氏
に

よ
る

「
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
上
器
の
始
ま
り
」

の
講
演
と
、
「
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
」
を
上

映
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１２８
名
で
し
た
。

７
月
３‐
日

（木
）
講
義

・
土
器
成
形

８
月
１
日

（金
）
土
器
整
形

・
施
文

８
月
２３
日

（土
）
野
焼
き

親
子
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
事
業

の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
親
子
１７
組
、　
一

般
１９
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
実
物
の
上
器
を

見
な
が
ら
、
全
員
見
事
に
完
成
し
ま
し
た
。

野
焼
き
当
日
は
記
録
的
な
猛
暑
で
し
た

が
無
事
終
了
し
、
焼
き
上
が

っ
た
自
作
の

上
器
を
大
切
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

９
月
１３
日

（土
）
に
今
年
度
第
１
回
目

の
現
地
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
最
高
の
気
温
を
記
録
す
る
中
、
江

戸
大
名
屋
敷
や
中
世
の
遺
構
群
と
遺
物
、

ま
た
縄
文
時
代
早
期
の
遺
物
な
ど
を
見
て

い
た
だ
き
、
参
加
者
は
５０６
名
で
し
た
。

ま
た
、
‐８
日

（木
）
に
は
地
元
の
小
学
校

を
対
象
に
現
地
説
明
会
も
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
新
規
の
行
事
で
す
。
毎
回
多
数

の
応
募
者
が
あ
り
、
抽
選
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
９
日

（土
）
親
子
２４
組
、　
一
般
３５
名

の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

１０
月
２５
日

（土
）
と
う
き
ょ
う
親
子
ふ

れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

古
代
に
は
翡
翠
や
硬
玉
と
い
っ
た
硬
い

石
を
使

っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は

「
青
田
石
」
と
い
う
中
国
産
の
軟
ら
か
い

石
で
作
り
ま
す
。
勾
玉
の
形
を
そ
れ
ぞ
れ

に
思
い
描
き
、
紐
通
し
の
穴
あ
け
に
苦
し

み
な
が
ら
、
最
後
の
磨
く
段
階
ま
で
の
根

気
の
い
る
作
業
で
し
た
が
、
親
も
子
も
終

始
熱
心
に
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

人
気
の
あ
る
行
事
と
な
り
そ
う
で
す
。

たまのよこやま 59

〔表紙写真解説〕

永田町二丁目遺跡 (千代田区)貝 層を伴う土坑から弥生土器が出土しました。

貝層からは人骨や獣骨なども発見されています。
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午
前
の
部
は

「鉄
腕
ア
ト
ム
」
と

「
ア

ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
」
、
午
後
の
部

は

「
食
は
江
戸
」
「
中
里
の
火
の
花
祭
」

「長
江
悠
々
」
の
５
本
を
上
映
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
７８
名
で
し
た
。

古
紙
１００
％
配
合
の
再
生
紙

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

便ユ橿電二電蛋

新宿六丁目遺跡の現地説明会

勾玉作り教室の制作風景

江戸開府400年記念

文化財講座 「江戸渡野角lら学ぷ」
1■00～16100く講師 当 センタ1調査研究員〉

第 1回 11/5(水 )「 復原された大名屋敷の変遷」   福 田 敏
一

第 2回 11/12(水 )「 江戸の火事」          江 里口省三

第 3回 11/19(水 )「 江戸の上水」          小 林  裕

第 4回  11/26(水 )「 江戸のごみ (廃棄とリサイクル)」 西山 博 章




